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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第50期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第49期

会計期間

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成22年
９月30日

売上高（百万円） 10,190 10,607 45,167

経常利益（百万円） 538 913 4,544

四半期（当期）純利益（百万円） 222 749 2,840

純資産額（百万円） 58,462 58,046 57,899

総資産額（百万円） 75,793 75,120 77,605

１株当たり純資産額（円） 1,369.351,397.711,394.16

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 5.21 18.04 67.96

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 77.1 77.3 74.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
253 △321 8,060

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△577 △561 △2,591

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△422 △547 △2,030

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 9,039 11,647 13,097

従業員数（人） 1,207 1,261 1,255

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。

４．第50期第１四半期連結累計(会計)期間及び第49期において、長谷川香料従業員持株会専用信託が所有する当社
株式は、１株当たり情報の算定上の基礎となる期末普通株式数及び期中平均株式数に含まれております。

EDINET提出書類

長谷川香料株式会社(E01034)

四半期報告書

 2/27



２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 1,261(155)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。なお、臨時雇用者数は、個々の就労時間が所定の時間と異なる場合があるため、個々の当第１四

半期連結会計期間就労時間の積算値を所定の当第１四半期連結会計期間就労時間で除した値を平均人員と

して記載しております。

２．従業員数には、当社グループ外への出向者５名を含んでおりません。

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 999 (132)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。なお、臨時雇用者数は上記「(1)連結会社の状況」と同様の算出方法による値を記載しております。

２．従業員数には、他社への出向者32名を含んでおりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

日本　　（百万円） 8,945 －

中国　　（百万円） 714 －

米国　　（百万円） 329 －

合計　　（百万円） 9,989 －

　（注）　金額は販売価格によっており、セグメント間取引の相殺消去前の数値によっております。

(2）商品仕入実績

　当第１四半期連結会計期間における商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

日本　　（百万円） 825 －

中国　　（百万円） － －

米国　　（百万円） － －

合計　　（百万円） 825 －

　（注）　金額は仕入価格で表示しております。

(3）受注状況

　当第１四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
受注高

（百万円） 
前年同四半期比
（％）

受注残高
（百万円） 

前年同四半期比
（％）

日本　　  9,054 － 1,345 －

中国　　 880 － 94 －

米国　　 293 － 68 －

合計　　 10,228 － 1,508 －

　（注）　金額は販売価格で表示しております。
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(4）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

日本　　（百万円） 9,384 －

中国　　（百万円） 888 －

米国　　（百万円） 335 －

合計　　（百万円） 10,607 －

　（注）1. セグメント間の取引については相殺消去しております。　

　　　　2. 前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総 

販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先
前第１四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

森永乳業（株）
金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

1,498 14.7 1,458 13.8

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

  当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

  当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善など一部に持ち直しの動きが見られたもの

の、失業率の高止まりや緩やかなデフレ状況が続き、景気は足踏み状態で推移いたしました。

　一方、香料業界は、国内市場の成熟化、同業者間での競争激化、品質保証に対する要求強化など依然として厳しい状

況にありました。

　このような厳しい環境の中で、当社グループは製品の品質管理と安全性の確保を第一に、研究・技術開発力の一層

の向上に努め、当社独自の高品質・高付加価値製品の開発に注力してまいりました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間におきましては、売上高は10,607百万円（前年同四半期比4.1％増）と増収

となりました。

　部門別に見ますと、フレグランス部門（製品：売上高1,364百万円、前年同四半期比7.2％増　商品：売上高123百万

円、前年同四半期比15.1％減）では、製品はハウスホールド製品向けの売上増を主因に前年同四半期比増加いたし

ました。商品は化粧品向けの売上減を主因に前年同四半期比減少いたしました。

　食品部門（製品：売上高8,520百万円、前年同四半期比5.6％増　商品：売上高599百万円、前年同四半期比14.7％

減）では、製品は飲料向けの売上が増加したことに加え、長谷川香料（上海）有限公司の売上が増加したこと等を

主因に前年同四半期比増加いたしました。商品はフルーツ加工品の売上減を主因に前年同四半期比減少いたしまし

た。

　利益につきましては、営業利益は売上増及び売上原価率の改善による売上総利益の増加を主因に前年同四半期に

比べ449百万円（110.8％）増加し、855百万円となりました。経常利益は営業利益の増加を主因に前年同四半期に比

べ374百万円（69.6％）増加し、913百万円となりました。また、特別利益に退職給付制度終了益を計上いたしまし

た。この結果、四半期純利益は前年同四半期に比べ527百万円（237.2％）増加し、749百万円となりました。

　また、海外連結子会社は、長谷川香料（上海）有限公司の売上高は前年同四半期比13.8％の増収（現地通貨ベース

では同21.1％の増収）、T.HASEGAWA U.S.A.,INC.は同19.5％の増収（現地通貨ベースでは同29.8％の増収）となり

ました。
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セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、セグメントごとの業績については、セグメント間の内部売上

高等を含めて記載しております。

　 ①日本

 売上高は9,541百万円、セグメント利益は864百万円となりました。

　 ②中国

 売上高は888百万円、セグメント利益は34百万円となりました。

③米国

売上高は344百万円、セグメント損失は0百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は前連結会計年度末に比べ

1,449百万円減少（前年同四半期は707百万円の減少）し、11,647百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果減少した資金は321百万円（前年同四半期は253百万円増加）となりました。税金等調整前四半

期純利益が1,123百万円、減価償却費が775百万円、売上債権の減少額が402百万円となった一方で、法人税

等支払額が1,113百万円、賞与引当金の減少額が810百万円であったこと、仕入債務の減少額が730百万円であ

ったことによるものであります。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は561百万円（前年同四半期比2.8％減）となりました。これは主に総合研究所建

設代金支払い等の有形固定資産の取得によるものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は547百万円(同29.7％増)となりました。これは主に配当金の支払によるもので

あります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　      当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　      当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、912百万円であります。

　      なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計

画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

                 普通株式 160,000,000

計 160,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月14日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

   普通株式 42,708,154 42,708,154
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は100

株であります。

計 42,708,154 42,708,154 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
 発行済株式 
 総数増減数
      （株）

 発行済株式　
　　　　
 総数残高 
      （株）

  資本金   　
　

　増減額   
　（百万円）

資本金　　
残高  

  （百万円）

 資本準備金 
 増減額
  （百万円）

 資本準備金 
 残高
  （百万円）

 平成22年10月１日～

　

 平成22年12月31日　

― 42,708,154 ― 5,364 ― 6,554
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（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

（７）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、　　　

　　記載することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

　　ります。

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   1,178,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  41,488,700 414,887単元株式数　100株

単元未満株式 普通株式      41,154 －  同上

発行済株式総数 42,708,154 － －

総株主の議決権 － 414,887 －

（注）「完全議決権株式（自己株式等）」の欄はすべて当社保有の自己株式であります。

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

長谷川香料株式会社
東京都中央区

日本橋本町4-4-14
1,178,300 － 1,178,300 2.75

計 － 1,178,300 － 1,178,300 2.75

（注）当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は1,178,300株となっております。

　　　上記のほか、平成22年12月31日現在の四半期連結貸借対照表において自己株式として表示している当社株式が

552,200株あります。これは、従業員株式所有制度の導入により、平成22年９月17日付で野村信託銀行株式会社

「長谷川香料従業員持株会専用信託口」（以下「従持信託」といいます。）へ譲渡した自己株式590,400株の

うち、平成22年12月31日現在、従持信託が所有している当社株式であります。
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
10月

11月 12月

最高（円） 1,520 1,410 1,440

最低（円） 1,230 1,236 1,274

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

  前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年10月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,158 9,608

受取手形及び売掛金 ※3
 15,287 15,703

有価証券 4,499 3,499

商品及び製品 5,354 5,277

仕掛品 27 106

原材料及び貯蔵品 3,754 3,743

その他 1,239 1,390

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 37,320 39,329

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,817 15,081

その他（純額） 12,829 13,080

有形固定資産合計 ※1
 27,647

※1
 28,161

無形固定資産

その他 894 969

無形固定資産合計 894 969

投資その他の資産

投資有価証券 7,198 7,091

その他 2,109 2,103

貸倒引当金 △50 △49

投資その他の資産合計 9,257 9,144

固定資産合計 37,799 38,275

資産合計 75,120 77,605

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,043 6,781

1年内返済予定の長期借入金 178 178

未払法人税等 388 1,152

賞与引当金 174 984

役員賞与引当金 － 27

その他 3,071 2,846

流動負債合計 9,856 11,972

固定負債

長期借入金 643 643

退職給付引当金 5,265 5,994

役員退職慰労引当金 1,005 1,042

資産除去債務 103 －

その他 199 53

固定負債合計 7,217 7,733

負債合計 17,073 19,706
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,364 5,364

資本剰余金 6,700 6,700

利益剰余金 47,675 47,549

自己株式 △2,116 △2,163

株主資本合計 57,624 57,451

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,374 2,301

為替換算調整勘定 △1,951 △1,853

評価・換算差額等合計 422 447

純資産合計 58,046 57,899

負債純資産合計 75,120 77,605
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 10,190 10,607

売上原価 6,999 7,059

売上総利益 3,190 3,547

販売費及び一般管理費 ※1
 2,785

※1
 2,692

営業利益 405 855

営業外収益

受取利息 5 8

受取配当金 66 79

為替差益 66 －

その他 18 17

営業外収益合計 157 105

営業外費用

支払利息 0 1

為替差損 － 19

設備賃貸費用 22 23

その他 1 2

営業外費用合計 25 48

経常利益 538 913

特別利益

貸倒引当金戻入額 9 0

固定資産売却益 － 0

投資有価証券売却益 － 0

退職給付制度終了益 － 333

特別利益合計 9 334

特別損失

固定資産廃棄損 241 34

投資有価証券評価損 － 8

貸倒引当金繰入額 － 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 79

特別損失合計 241 123

税金等調整前四半期純利益 306 1,123

法人税等 84 374

少数株主損益調整前四半期純利益 － 749

四半期純利益 222 749
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 306 1,123

減価償却費 826 775

退職給付引当金の増減額（△は減少） △144 △729

前払年金費用の増減額（△は増加） － △32

退職給付制度終了に伴う未払金の増減額（△は
減少）

－ 239

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12 △36

賞与引当金の増減額（△は減少） △771 △810

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3 △27

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 0

受取利息及び受取配当金 △72 △88

支払利息 0 1

為替差損益（△は益） △58 18

有形固定資産売却損益（△は益） － △0

固定資産廃棄損 118 34

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） － 8

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 79

売上債権の増減額（△は増加） 386 402

たな卸資産の増減額（△は増加） △118 △22

仕入債務の増減額（△は減少） △360 △730

未収消費税等の増減額（△は増加） △26 53

未払消費税等の増減額（△は減少） △254 164

その他 364 279

小計 195 703

利息及び配当金の受取額 72 88

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額 △13 △1,113

営業活動によるキャッシュ・フロー 253 △321

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △410 △10

定期預金の払戻による収入 10 10

有形固定資産の取得による支出 △172 △589

有形固定資産の売却による収入 0 0

有形固定資産の除却による支出 － △8

無形固定資産の取得による支出 △7 △25

投資有価証券の売却による収入 － 0

貸付けによる支出 － △37

貸付金の回収による収入 2 98

投資活動によるキャッシュ・フロー △577 △561
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の売却による収入 － 45

配当金の支払額 △419 △590

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2 △2

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △422 △547

現金及び現金同等物に係る換算差額 38 △19

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △707 △1,449

現金及び現金同等物の期首残高 9,746 13,097

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 9,039

※1
 11,647
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用し

ております。

　これにより、営業利益、経常利益は、それぞれ0百万円減少しており、税金等

調整前四半期純利益は79百万円減少しております。

　また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は103百万円で

あります。　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第１

四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　
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【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

棚卸資産の実地棚卸の省略 　当第1四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、

前連結会計年度末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定し

ております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金

等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（信託型従業員持株インセンティブ・プランの会計処理について）

　当社は、平成22年８月20日開催の取締役会において、当社従業員に対する当社の中長期的な企業価値向上のインセン

ティブ付与と、株主としての資本参加による従業員の勤労意欲高揚を通じた、当社の恒常的な発展を促すことを目的とし

て、「信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship®）」（以下「本プラン」）の導入を決議いたしました。本プ

ランは、「長谷川香料従業員持株会」（以下「持株会」）に加入するすべての従業員を対象とするインセンティブ・プ

ランです。本プランでは、当社が信託銀行に「長谷川香料従業員持株会専用信託」（以下「従持信託」）を設定し、従持

信託は、今後５年間にわたり持株会が取得すると見込まれる規模の当社株式を予め取得します。その後は、従持信託から

持株会に対して定時に当社株式の売却が行われるとともに、信託終了時点で従持信託内に株式売却益相当額が累積した

場合には、当該株式売却益相当額が残余財産として受益者適格要件を満たす者に分配されます。なお、当社は、従持信託が

当社株式を取得するための借入に対し保証をしているため、当社株価の下落により従持信託内に株式売却損相当額が累

積し、信託終了時点において従持信託内に当該株式売却損相当の借入金残債がある場合は、保証契約に基づき、当社が当

該残債を弁済することになります。当社は平成22年９月17日付で、自己株式590千株（821百万円）を従持信託へ譲渡して

おります。当該自己株式については、当社から従持信託へ株式を譲渡した時点で売却処理を行っております。また、従持信

託が所有する株式を含む資産及び負債ならびに費用及び収益を、個別総額法により反映し、当社の四半期連結貸借対照表

及び四半期連結損益計算書に含めて表示しております。なお、従持信託が所有する株式については自己株式として表示し

ており、当第１四半期連結会計期間末において、従持信託が所有する当社株式数は、552千株となっております。

（退職給付引当金）

  当社は従来退職給付制度として、適格退職年金制度及び退職一時金制度を採用しておりましたが、平成22年10月１日に

適格退職年金制度の一部について、確定拠出年金制度及び退職一時金制度へ移行しました。この移行に伴う会計処理につ

いては「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号　平成14年１月31日）を適用して

おります。また、この移行による影響額として、特別利益に333百万円を計上しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

項目
当第１四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年９月30日）

※１．有形固定資産の減価償

却累計額 43,897百万円 43,262百万円

２．受取手形割引高 111百万円 149百万円

※３．期末日満期手形の会計

処理

　四半期末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理して

おります。なお、当第１四半期連結会計期

間の末日が金融機関の休日であったた

め、次の期末日満期手形が、当第１四半期

連結会計期間末残高に含まれておりま

す。

受取手形 131百万円

  ────────────
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（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料及び手当 1,197百万円

賞与引当金繰入額 99

役員退職慰労引当金繰入額 17

退職給付費用 139

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料及び手当 1,173百万円

賞与引当金繰入額 99

役員退職慰労引当金繰入額 57

退職給付費用 129

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※１. 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１. 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

現金及び預金勘定 9,449百万円

取得日から３ヶ月以内に償還期限の到

来する短期投資（有価証券）

499

計 9,949百万円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △910

現金及び現金同等物 9,039百万円

現金及び預金勘定 7,158百万円

取得日から３ヶ月以内に償還期限の到

来する短期投資（有価証券）

4,499

計 11,657百万円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △10

現金及び現金同等物 11,647百万円

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　

至　平成22年12月31日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  42,708千株

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  1,178千株

（注）上記のほか、四半期連結貸借対照表において自己株式として表示している当社株式が552千株あります。

これは、従業員株式所有制度の導入により、平成22年９月17日付で野村信託銀行株式会社「長谷川香料従業員持株

会専用信託口」（以下「従持信託」といいます。）へ譲渡した自己株式590千株のうち、平成22年12月31日現在、

従持信託が所有している当社株式であります。　

　３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　４．配当に関する事項

 配当金支払額

　

　

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年11月12日

開催の取締役会
普通株式 622 15 平成22年９月30日 平成22年12月24日利益剰余金

（注）上記配当金の総額は、従持信託が所有する当社株式に対する配当金も、含めて表示しております。

　５. 株主資本の金額の著しい変動　

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)において、当社グループは各種香料

の製造・販売を主事業としており、当該セグメント以外に開示基準に該当するセグメントがありません。このた

め、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 
日本

（百万円）
 その他の地域

（百万円）
計

（百万円）
消去又は全社

（百万円）
連結

（百万円）

　売上高及び営業損益                     

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 9,143 1,046 10,190 － 10,190

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
144 20 165 (165) －

計 9,288 1,067 10,355 (165) 10,190

 営業利益 377 22 399 6 405

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

      ２. 本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　　　　　その他の地域・・・・・・・・アジア、北米

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 アジア その他地域 計

 Ⅰ　海外売上高（百万円） 1,435 278 1,714

 Ⅱ　連結売上高（百万円）         10,190

 Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 14.1 2.7 16.8

（注）１.海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

２.国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

３.各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　　アジア・・・・・・・中国、韓国及び東南アジア諸国　
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、当社取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって

いるものであります。

  当社グループは各種香料を生産・販売しており、国内及び中国・米国以外の国外は当社が、中国、米国にお

いてはそれぞれ現地法人が担当しております。現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、当社が作成した

グローバル戦略に基づき、各地域における戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　　したがって、当社グループは、生産・販売体制を基礎とした各会社の所在地別のセグメントから構成されて

おり、「日本」、「中国」、「米国」の３つを報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　

　　当第１四半期連結累計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）　　　　　　（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１.

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２.

日本 中国 米国 計

売上高       

外部顧客への売上高 9,384 888 335 10,607 － 10,607
セグメント間の内部売上高又
は振替高

157 － 9 167 △167 －

計 9,541 888 344 10,774△167 10,607

セグメント利益又は損失（△） 864 34 △0 897 15 913

（注）１．セグメント利益の調整額15百万円は、セグメント間の債権債務消去に係る為替差損益15百万円、その他

　０百万円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

（金融商品関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

（有価証券関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　　該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

　

（賃貸等不動産関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、総額に重要性がなく、かつ、前連結会計年度の

末日と比較して著しい変動がないため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年９月30日）

１株当たり純資産額 1,397円71銭 １株当たり純資産額 1,394円16銭

２．１株当たり四半期純利益金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 5円21銭 １株当たり四半期純利益金額 18円04銭

（注）　１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　２.１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（百万円） 222 749

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 222 749

期中平均株式数（千株） 42,693 41,529

（注）従持信託が所有する当社株式は、１株当たり情報の算定の基礎となる期末普通株式数及び期中平均株式数に含まれ

ております。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

　

（リース取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年９月30日以前のものについては、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取

引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。
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２【その他】

　当四半期連結会計期間中に、当社は下記のとおり配当に関する取締役会決議をおこなっております。 

・決議年月日 平成22年11月12日

・配当金の総額 622百万円

・１株当たり配当額 15円

・基準日 平成22年９月30日

・効力発生日 平成22年12月24日

（注）上記配当金の総額は、従持信託が所有する当社株式に対する配当金も、含めて表示しております。

　

EDINET提出書類

長谷川香料株式会社(E01034)

四半期報告書

24/27



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月８日

長谷川香料株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中野　　眞一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 峯　　　敬　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている長谷川香料株式

会社の平成２１年１０月１日から平成２２年９月３０日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２１年

１０月１日から平成２１年１２月３１日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２１年１０月１日から平成２１年１２

月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、長谷川香料株式会社及び連結子会社の平成２１年１２月３１日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月９日

長谷川香料株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中野　　眞一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 峯　　　敬　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている長谷川香料株式

会社の平成２２年１０月１日から平成２３年９月３０日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２２年

１０月１日から平成２２年１２月３１日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２２年１０月１日から平成２２年１２

月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、長谷川香料株式会社及び連結子会社の平成２２年１２月３１日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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